
は
じ
め
に

医
療
現
場
で
は
針
刺
し

・
切
創
（
以

下
、
「
針
刺
し
」
と
い
う
）
対
応
な
ど
の
職

業
感
染
対
策
が
産
業
保
健
の
最
優
先
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
の

災
害
で
は
、
医
師
・

歯
科
医
師
（以
下
、

「
医
師
」
と
い
う
）
の
負
傷
（
千
人
率
）
は

調
理
員
、
警
察
官
や
看
護
師
よ
り
も
多

く
、
清
掃
従
業
員
に
次
ぐ
第
2
位
で
、

平
成
お
年
伎
の
医
師
の
負
傷
は
四
年
度

の
1
・
2
情
に
な

っ
て

い
ま
す
。
ま
た

医
師
の
肝
臓
疾
忠
は

M
年
度
に
凶
件
、

お
年
度
は
日
件
が
公
務
災
害
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
千
人
率
で
は

0
・
6
と

0
・
4
に
な
り
、
高
い
頻
度
で
す
（
幻

よ
り
計
算
）
。

病
院
で
の
職
業
感
染
は
げ
年
2
月
1

日
の
医
政
指
発
第
2
0
1
0
0
4
号
の

別
記
で
院
内
感
染
の

一
つ
と
し
て
明
確

に
規
定
さ
れ
、
職
業
感
染
防
止
対
策
と

し
て
い
わ
ゆ
る
「
リ
キ
ャ
ッ
プ
」
を
原
則

禁
止
し
、
必
要
に
応
じ
て
安
全
器
材
の

活
用
を
検
討
す
る
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
後、

「
リ
キ
ャ
ッ
プ
」
に
よ
る
針

刺
し
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
針
刺
し
報

告
総
数
は
増
加
し
て
い
る
と
批
測
さ

れ
、
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。山
液

・
体
液
保
保

（以
下
、
「
血
液
雌

路
」
と
い
う
）
に
よ
る
職
業
感
染
防
・比一対

策
に
は
、
科
学
的
な
血
液
曝
露
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
の
徹
底
が
必
須
で
す
。
こ
れ

な
し
に
職
業
感
染
防
止
対
策
の

P
D
C

A
（計
画

・
実
行

・
評
価
t

改
普）
サ
イ

ク
ル
を
回
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大

規
模
病
院
の
曝
露
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は

木
戸
内

清

独
立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員

吉

川

徹

職
業
感
染
制
御
研
究
会
に
よ
り
継
続
さ

れ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
で
情
報
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
血
液
曝
露
予
防

は
職
業
感
染
の
一
次
予
防
対
策
と
し
て

病
院
の
安
全
衛
生
活
動
に
十
分
生
か
さ

れ
て
い
る
と
は
Z

一一ヲ
ん
ず
、
い
ま
だ
数
多

く
の
血
液
曝
露
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
規
模
の
小
さ
い
病
院
で
は
曝
露

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
ほ
と
ん
ど
手
っ
か

ず
で
あ
り
、
職
業
性
血
液
際
結
の
現
状

は
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
研
究
は
、
規
模
の
小
さ
い
医
療
施

設
に
も
対
応
で
き
る
、
血
液
州
帰
路
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
体
制
の
構
築
支
援
を
目
的

に
、
初
年
度
地
域
保
健
総
合
推
進
事
業

の
全
国
保
健
所
長
会
協
力
事
業
、

5
医

療
闘
の
保
健
所
長
共
同
調
査
研
究
と
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。
詳
細
は
全
国
保
健
所
長

岐
阜
県
東
灘
保
健
所
長

すき 会
ゴ いの

対？
象ム
病ペ
｜淀 l
数ジ
をを
修 参
正！！賢
しし
てて
いく
まだ

調
査
方
法

岐
阜
三
次
医
療
閤
、

宗
谷
、
静
岡
、

名
古
屋
の
二
次
医
療
閤
お
よ
び
博
多

一

次
医
療
聞
の
全

2
8
8病
院
を
対
象
に

病
院
の
施
設
状
況
、
れ
収
も
実
施
件
数
の

多

い
臨
床
血
液
検
査
名
と
件
数
、
職
業

感
染
予
防
対
策
、
職
業
性
血
液
曝
蕗
数

と
曝
銘
似
忠
者
の

5
積
額
の
感
染
拡
検

査
陽
性
数
、
労
働
災
害
認
定
巾
請
な
ど

に
つ
い
て
記
名
郵
送
調
査
を
実
施
し

て
、
調
査
票
は
平
成
初
年
叩
月
j
日

月
に
回
収
し
ま
し
た

（財
団
法
人
労
働

科
学
研
究
所
倫
理
審
査
通
知
番
号

u・

0
0
3
）

C
 



結
果
お
よ
び
考
察

回
収
率
は

m
・
8

%
（
2

3

3
／

2

8
5
）
で
し
た
。
全
血
球
算
定
検
査

（
C
B
C
）
件
数
な
ど
を
確
定
で
き
な

か
っ
た
お
病
院
を
除
く
2
1
0
病
院
を

対
象
に
解
析
し
ま
し
た
。

川
対
象
病
院
の
病
床
種
の
分
布

2
1
0
病
院
の
合
計
実
稼
働
病
床
数

は
4
万
9
0

4
床
で
す
。
実
稼
働
病
床

区
分
別
病
ば
種
の
分
布
は
、

1
9
9
床

以
下
の
規
模
の
小
さ
い
病
院
で
は
、
療

養
病
床
の
併
設
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
4
0

0
床
以
上
の
規
模
の
病
院

で
も
療
養
病
床
は
5
%
を
占
め
て
い
ま

し
た
（
図

1
）。

ω病
院
感
染
対
策
委
員
会
な
ど
の
活
動

状
況
病
院
感
染
対
策
委
員
会
な
ど
の
活
動

は
卯

・
0
%
以
上
の
病
院
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
結
果

に
基
づ
い
て
対
策
を
立
案
実
施
し
て
い

る
と
回
答
し
た
の
は
引
%
で
す
が
、
そ

の
う
ち
曝
露
報
告
が
あ
れ
ば
嬰
因
分
析

と
対
策
を
検
討
す
る
の
が
日
%
で
し

た
σ

報
告
率
が
低
く
、
対
策
を
必
要
と

し
な
い
病
院
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
曝
露
要
因
の
分
析
と
対
策

の
立
案
に
利
用
可
能
な
「
エ
ピ
ネ
ッ
ト

日
本
版
曝
露
報
告
書
式
」
を
使
用
し
て

い
る
の
は
認

・
4
%
の
施
設
で
し
た
。

同
曝
露
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
指
標
I
一

針
刺
し
発
生
率

A
．
病
床
種
別
C
B
C
件
数

最
も
数
が
多
い
臨
床
血
液
検
査
は
C

B
C
で
し
た
。

C
B
C件
数
は
観
血
処

置
数
を
反
映
す
る
と
仮
定
し
、
針
刺
し

発
生
率
と
報
告
率
を
検
討
し
ま
し
た
。

対
象
病
院
の
主
体
病
床
穂
は
叩
%
以

上
を
占
め
る
も
の
と
し
、
一
般
、
療
養
、

精
神
お
よ
び
そ
の
他
（
い
ず
れ
の
病
床

稜
も
卯
%
に
満
た
な
い
）
の
病
院
に
分

40,904) 図1病床数区分別病床種の分布（210病院

ロ結篠
I 

839陥 5噛 武氏＂＇芯志、、

811‘ 159‘E芯~

691" I 14% 品目但四四世ミ

51！‘ 19% 

48% 

54% 45% 

75% 25% 

£Sj精神・感染症ロ療~口一般

500床以上

300～399床

20～49床

50～99床

400～499床

200～299床

100～199床

類
し
て
、
病
床
種
区
分
別
の
実
稼
働
病

床
数
当
た
り
の

C
B
C件
数
の
平
均
値

お
よ
び
中
央
値
（
最
大
値
と
最
小
値
）
を

算
出
し
ま
し
た
（
図

2
）。

一
般
（n
H
叩
一
病
床
数
2
万
3
41
4）

の
C
B
Cの
平
均
値
と
中
央
値
は
そ
れ

ぞ
れ
1
9
5
・2
と
1
4
6
・0
で
、
療

養
と
精
神
の
中
央
値
は
そ
れ
ぞ
れ

一
般

の
日
・
6
%
と
9
・0
%
で
す
。
と
も

に
一
般
の

C
B
C件
数
／
病
床
数
に
対

し
て
冨
吉
コ
aJ5－Z
3検
定
で
有
意
な

差
を
認
め
ま
し
た
が
（
℃
〈
0
・0
印
）
、
療
養

と
精
神
間
に
は
有
意
差
を
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
病
床
程
に
よ
っ
て

C
B
C件

100% 

平均値： 93.3
中央値：93.5
(2.1～244.2) 

80% 

数件c
 

n
D
 
C
 
のた当床丘柄

副

副

矧

弓

4
n
U
ハJ

旬
匹

5
6
1

民
間

9
4
G

実

。

「
川
田川
崎

一
値
値
シ

均
失

7

平
中
（

60% 40% 20% 0% 

図2病床種別

400 

実島棉
他
病
床
当
た
リ
C
B
C件
獄 日

一
E二ヨ

400 

400 

400 ． 
－ 

． ． ． ． 
一

その他56病院
8.345病床

一貫主99病院 療護36病院 精神19病院
23.414病床 1.014病床 5,315病床

モのfl!! ：いずれの病床種る90%に~た伝い拡院

400 

数
、
す
な
わ
ち
観
血
処
置
数
に
有
意
義

が
あ
る
の
で
、
療
養
病
床
の
併
設
が
多

い
規
模
の
小
さ
い
病
院
の
針
刺
し
発

生
率
を
検
討
す
る
場
合
は
、
従
来
の

1
0
0
実
稼
働
病
床
数
当
た
り
の
針
刺

し
数
よ
り
も
1
万
C
B
C当
た
り
の
針

刺
し
数
を
用
い
る
ほ
う
に
妥
当
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
規
模
の
小
さ
い
病

院
で
は
手
術
関
連
の
針
刺
し
数
は
少
な

い
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、

C
B
C件
数

は
手
術
関
連
の
観
血
処
置
数
を
反
映
し

て
い
な
い
の
で
、
規
模
の
大
き
い
病
院

も
対
象
に
含
め
て
C
B
C件
数
が
観
胤

処
置
数
を
ど
こ
ま
で
反
映
す
る
か
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

B
．
針
刺
し
報
告
数
と
C
B
C件
数
の

分
布

2
1

0
病
院
に
お
け
る
針
刺
し
報
告

数
は
1
3
3
2
件
で
あ
り
、
針
刺
し
報

告
数
と

C
B
C件
数
の
聞
に
は
正
の
相

関
を
認
め
ま
し
た
が
、
針
刺
し
報
告
数

的
と
釘
の

一
般
病
院
で
は
針
刺
し
報
告

数
と

C
B
C件
数
（
お
万
5
0
3
6
と

1
万
5
4
7
8
）
間
の
解
離
が
著
し
く

（次
頁
・
図
3
）
、
こ
の
2
病
院
の

C
B

C
件
数
の
再
検
証
と
報
告
率
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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KK
ハイライト表示
1万5478は間違いで、33万5527が正確な数値です。



川
曝
露
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
指
標
E
一

針
刺
し
報
告
率

A
．
曝
露
源
患
者
の

H
C
V
と
4
種
類

の
感
染
症
検
査
陽
性
率

曝
保
淑
忠
者
の

5
純
類
の
感
染
続

ド
H
J、
－
ト

L
3
．8
Lト
し
川
明
町
，

L
L

u
m
H
A
l
m
H
M
I
何
v
ト
h

市
政

2
件
を
合
め

2
4
8件
で
、
『

l

‘
，．
s
u卜
に

1
・
f
e・4
〉

U
C
1
川内刊
J
1
カ
九
J
I

い
け
川
似
で
引

・
3
%
（
1
5
2

2
4
8）
 

を
山
め
て
い
ま
し
た

（図

4
）。

コ二

ビ

ネ
ッ
ト

H
本
版
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（手

術
家
関
述
を
除
く

2
0
1
0
年
度

1

2
0
1
2
年
度
の
成
結
）
で
は

日
C

r

t
J
L
K
7
2
L
ι

－hd
 

t
v
m問
M
l
r，
ト
h

中
ト

．

4
%
（

8
6
5
 

1
1
4
7
）
で
す
っ

H
C
V
感
染
誌
を

報
告
率
の
統
計
学
的
推
計
の
た
め
の
規

． ． ． 。
.. . ，〆 企－・：： ，，，，.三 巴. ~.・..，，壬 ~-句，．・・c'•# • 

(CBC停~）． 
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図3針刺し報告数とCBC件数の分布
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+37 

•a9 
9。
80 

70 

2十回
剣 山

詰ω
告
~ 40 

30 

準
感
染
出
に
設
定
し
ま
し
た
±

B
．
報
告
率
の
検
討

全
C
B
C検
査
数
に
山
め
る

H
C
γ

陥
性
忠
打
川
ん
け
を
則
い
て
検

A
し
た
と

こ
ろ
、
知
行
中
は
辺

・
7
%
以
下
と
批

討
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
対
象
数
を
明
や

し
て
検
討
す
る
予
定
で
す

同
職
業
感
染
対
策
の
実
施
レ
ベ
ル
の
指

標
一
針
刺
し
報
告
の
災
害
認
定
申
請
率

阪
械
現
場
で
の
針
刺
し
は
、
職
業
感

染
を
引
き
起
こ
す
吋
能
性
が
あ
る
負
傷

と
し
て
、
似
小
川
山
町
源
以
者
の
感
染
杭
の
有

慨
を
川
わ
ず
に
令
例
を
災
心
h
H

認
定
中
山川

の
対
集
に
し
て
い
る
病
院
が
あ
り
ま
す

労
災
認
定
巾
一
一
一
間
の
回
答
が
あ

っ
た

。。

図4ij暴震源患者のHCVと4穏類の感染症検査陽性率

lil） ~f,l!.l!,!liのS ltli照：剣［検行間1生時IJ
(n 248 !Iii!12l列を含む：210病院）

囚 HIV(4:1.6%) 

ロHCV( 152:61.3%) 

図 HBV(54:21.8%) 

ロ街i3(30:12.1%)

回HTLV・1(8:3.2%) 

1
5
4
病
小
持
病
院
（
M
－
5
%
）
は
す

べ
て
の
針
刺
し
部
行
（
2
4
9件
）を
労

災
認
定
巾
前
し
て
い
ま
し
た
。
ふ
ι
の
、っ
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刺
し
報
告
本
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す。

ま
と
め

保
他
所
は
阪
続
安
全
の
維
持
・
強
化

病
院
の
定
則
立
ち

に
努
め
て
い
ま
す

「
リ
キ
守
ツ

フ
さ
れ
た
針
」

人
り
検
作
の
ω
川
広
瓜
刊
に

の
有
艇
が
設
定
さ
れ、

リ
キ
ャ
ッ
プ
時
の
針
刺
し
の
減
少
に
つ

職
業
感
染
防
止
対
策

な
が
り
ま
し
た
。

職
業

を
い

っ
そ
う
強
化
す
る
た
め
に
、

性
血
液
雌
時
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
構
築
文

援
に
市
川
で
き
る
桁
棋
の
設
定
が
必
．
県

と
忠
わ
れ
、

い
で
・
す
r

災害申請率100%（針刺し報告4件以上の
20病院）の報告数と指標値

1重量
5.4 

12.1 

不明

14.3 

7.1 

25.0 

10.0 

不明
44.4 

62.5 

14.3 

不明

不明

不明

不明

20.0 

不明

不明
25.0 

50.。

表

ち
、
制
作
数
が

4
件
以
仁
の
初
病
院
の

針
刺
し
件
数
は

4
件

1
幻
件
で
す
。
8 

病
院
は
ww滋
似
忠
行
の
H
C
V
検
査
を

す
べ
て
の
感
染
－
M
検
作
は
除

こ
の
病
院
の
感
染
杭

合
め
て
、

性
で
し
た
の
で
、

仙
の
は

は
不
明
と
判
定
し
ま
し
た
。

病
院
の
針
刺
し
報
行
数
は

2
件

1
羽
件

で
、

H
C
V
陥
竹
ギ
の
平
均
他
は
剖

・

2
%
（
4
%
1
臼

・
5
%
）
で
、

I
H
C
 

1 I soo床以上
2 1300～399床

3 1200～299床

4 1300～399床
5 1400～499床
6 1300～399床

7 I soo床以上
8 1200～299床

9 1200～299床

10 1200～299床

11 I 300～399床
12 I 300～399床
13 I 200～299床
141400～499床

15 1200～299床
16 I 300～399床
17 I 50～99床
18 1100～199床
19 I 50～99床
20 1100～199床

!.I.'笛申凶本100%1<i.d81Ji~正
不明： B仇院l<i. 宮べての殴·~ぬ！！＼£＼の感＇I'俊正2結央tJ'不可1

B
C中！
た
り
の
針
刺
し
制
作
は

i
・
ー

1
6
・
5
の
範
附
に
広
が

っ
て
い
ま
す

（表
）。

す
べ
て
の
針
刺
し
を
労
災
認
定

申
請
し
て
い
る
病
院
に
お
い
て
も
、
針

器

げ

一
ω一日
一日
一

Uz
－－ω一口一
日
一
日
一川
一日
一日
一日
一
日
一
団
一日
一口
一
υ

竹山
一泊
一四
一同
一同一日
一叩
一9
－9
一8
一7
－6
－FOE
－6
一5
一5
一4
一4
－4

さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
た

・！$考河内
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